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売上支払構成表について 

 

概要 

売上支払構成表では、勤怠データ、月次データ、売上データを基に、各種の集計軸にて売上、支

払、稼働スタッフ等の集計を行います。 

 

基本操作 

[管理]-[統計分析]-[売上支払構成表]メニューを選択します。 

 

１．[抽出条件]タブ-[集計項目]タブの集計項目、出力項目を指定します。 

 

２．[抽出条件]タブ-[共通条件][勤怠売上条件][勤怠支払条件]タブの条件を指定します。 

 

３．[抽出結果]タブを開き集計結果を表示します。 

  

項目説明 
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●抽出条件 

集計項目 

集計項目タブ項目 

パターン 指定した抽出条件や集計項目を、パターンとして複数登録できます。 

登録したいパターンは[パターン名]に任意の名称を設定できます。 

パターン名 パターン名に任意の名称を入力します。 

名称を入力し、抽出結果タブをクリックした後、パターン名が[パターン]コン

ボボックスに反映されます。 

第１集計項目 集計項目を選択します。[案件担当者][得意先親番][得意先枝番] [請求先

親番][請求先枝番] [得意先担当者][担当部門][担当部門(コード 1～6)][現

場][業務][得意先区分 1][得意先区分 2][得意先区分 3][得意先区分 4][得

意先区分 5][与信先 NO][年月][年月日][案件][案件区分][取引区分][案件

部門][案件部門(コード 1～6)][配置部門][配置部門(コード 1～6)][請求

NO][給与 NO][プロジェクト NO][スタッフ][所属部門][所属部門(コード 1～

6)][募集媒体][性別][年齢][スタッフ区分 1][スタッフ区分 2][スタッフ区分

3][スタッフ区分 4][スタッフ区分 5][血液型][入社年月] 

第２集計項目 集計項目を選択します。[空欄][案件担当者][得意先親番][得意先枝番][請

求先親番][請求先枝番][得意先担当者][担当部門][担当部門(コード 1～

6)][現場][業務][得意先区分 1][得意先区分 2][得意先区分 3][得意先区分

4][得意先区分 5][与信先 NO][年月][年月日][案件][案件区分][取引区

分][案件部門][案件部門(コード 1～6)][配置部門][配置部門(コード 1～6)] 

[請求 NO][給与 NO] [プロジェクト NO][スタッフ][所属部門][所属部門(コー

ド 1～6)][募集媒体][性別][年齢][スタッフ区分 1][スタッフ区分 2][スタッフ区

分 3][スタッフ区分 4][スタッフ区分 5][血液型][入社年月] 

第３集計項目 集計項目を選択します。[空欄][案件担当者][得意先親番][得意先枝番][請

求先親番][請求先枝番][得意先担当者][担当部門][担当部門(コード 1～

6)][現場][業務][得意先区分 1][得意先区分 2][得意先区分 3][得意先区分

4][得意先区分 5][与信先 NO][年月][年月日][案件][案件区分][取引区

分][案件部門][案件部門(コード 1～6)][配置部門][配置部門(コード 1～6)] 

[請求 NO][給与 NO] [プロジェクト NO][スタッフ][所属部門][所属部門(コー

ド 1～6)][募集媒体][性別][年齢][スタッフ区分 1][スタッフ区分 2][スタッフ区

分 3][スタッフ区分 4][スタッフ区分 5][血液型][入社年月] 

第４集計項目 集計項目を選択します。[空欄][案件担当者][得意先親番][得意先枝番][請

求先親番][請求先枝番][得意先担当者][担当部門][担当部門(コード 1～

6)][現場][業務][得意先区分 1][得意先区分 2][得意先区分 3][得意先区分

4][得意先区分 5][与信先 NO][年月][年月日][案件][案件区分][取引区

分][案件部門][案件部門(コード 1～6)][配置部門][配置部門(コード 1～6)] 

[請求 NO][給与 NO] [プロジェクト NO][スタッフ][所属部門][所属部門(コー

ド 1～6)][募集媒体][性別][年齢][スタッフ区分 1][スタッフ区分 2][スタッフ区

分 3][スタッフ区分 4][スタッフ区分 5][血液型][入社年月]  
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集計可能な項目名 [追加]ボタン[削除]ボタンにより、[集計される項目名]リストに集計したい項

目を設定します。 

※ 「第１集計項目」が空項目を選択し、「第２集計項目」で、[案件担当

者][得意先枝番][得意先担当者][担当部門][業務][案件部門][配置部

門][所属部門]が選択された場合に、予算に関する項目が集計可能となりま

す。 
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●共通条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤字は必須項目です。 

条件項目 

年月日 年月日(就業年月日)の範囲を指定します。必須項目となります。 

初期値をシステム日付の 1日～末日です。 

得意先 NO 得意先 NOの範囲を指定します。 

絞込 [得意先検索]が表示され、連続しない得意先 NOを複数選択することがで

きます。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X件」と表示さ

れます。 

解除 [絞込]ボタンから選択した設定を、全てクリアします。 

案件管理 NO 案件管理 NOの範囲を指定します。 

絞込 [案件検索]が表示され、連続しない案件管理 NOを複数選択することがで

きます。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X件」と表示さ

れます。 

解除 [絞込]ボタンから選択した設定を、全てクリアします。 

スタッフ NO スタッフ NOの範囲を指定します。 

絞込 [案件検索]が表示され、連続しない案件管理 NOを複数選択することがで

きます。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X件」と表示さ

れます。 

解除 [絞込]ボタンから選択した設定を、全てクリアします。 

絞込 [抽出条件詳細]画面が表示され、勤怠に関連する条件を複数選択する事
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ができます。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「詳細条件あり」と

表示されます。 

解除 [絞込]ボタンから選択した条件を、全てクリアします。 

請求締日 請求締日の範囲を指定します。 

給与締日 給与締日の範囲を指定します。 

給与支給日 給与支給日の範囲を指定します。 

給与計上日 給与計上日の範囲を指定します。 

値の 0を表示する 値が 0の場合に[0]を表示させる場合にチェックを付けます。 

合計を表示する 第１集計項目が選択されている際に、合計を表示する場合にチェックを付

けます。 

勤怠を対象とする 勤怠データを対象とします。 

売上を対象とする 売上データを対象とします。 

案件部門 案件部門を選択します。 

絞込 [部門検索]が表示され、連続しない部門 NO を複数選択することができま

す。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X 件」と表示されま

す。 

解除 [絞込]ボタンから選択した設定を、全てクリアします。 

配置部門 配置部門を選択します。 

絞込 [部門検索]が表示され、連続しない部門 NO を複数選択することができま

す。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X 件」と表示されま

す。 

解除 [絞込]ボタンから選択した設定を、全てクリアします。 

所属部門 所属部門を選択します。 

絞込 [部門検索]が表示され、連続しない部門 NO を複数選択することができま

す。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X 件」と表示されま

す。 

解除 [絞込]ボタンから選択した設定を、全てクリアします。 
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●勤怠売上条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件項目 

請求締日 請求締日の範囲を指定します。 
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●勤怠支払条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件項目 

給与締日 給与締日の範囲を指定します。 

給与支給日 給与支給日の範囲を指定します。 

給与計上日 給与計上日の範囲を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

参考 

 

勤怠売上条件タブで請求締日を指定した場合は、該当する請求データのみ、 

勤怠支払条件タブで給与締日等を指定した場合は、該当する支給データのみ 

が集計対象となるため、支給・請求で締日が異なる場合に、それぞれの軸で 

集計が可能です。 

支給・請求で締日が同一で、纏めて集計する場合は、共通条件タブの条件を指

定してください。 
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●抽出結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[抽出条件]タブの[集計項目]タブにて設定した「第１集計項目」、「第２集計項目」毎に「集計される項目名」

で選択されたリストの内容を集計し表示します。 

 

 

ボタン説明 

 

 

ファンクションキー 

ヘルプ（Ｆ１） [売上支払構成表]のオンラインヘルプを表示します。 

再表示（Ｆ５） 現在表示されている内容を再読み込みし、再表示します。 

クリップボード（Ｆ７） 表示されている内容をクリップボードへコピーします。 

プレビュー（Ｆ８） 表示されている内容を Excelに表示します。 

終了（Ｆ１２） [売上支払構成表]画面を終了します。 
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●集計方法について 

集計方法 

予算売上 ・第２集計項目：[担当者]の場合 

予算（担当者）データ.売上の合計 

・第２集計項目：[得意先枝番]の場合 

予算（得意先）データ.売上の合計 

・第２集計項目：[業務]の場合 

予算（業務）データ.売上の合計 

・第２集計項目：[案件部門]、[配置部門]、[所属部門]の場合 

予算（部門）データ.売上の合計 

予算粗利益 ・第２集計項目：[担当者]の場合 

予算（担当者）データ.利益の合計 

・第２集計項目：[得意先枝番]の場合 

予算（得意先）データ.利益の合計 

・第２集計項目：[業務]の場合 

予算（業務）データ.利益の合計 

・第２集計項目：[案件部門]、[配置部門]、[所属部門]の場合 

予算（部門）データ.利益の合計 

予算粗利率 予算粗利益÷予算売上 

予算就業人数 ・第２集計項目：[担当者]の場合 

予算（担当者）データ.人数の合計 

・第２集計項目：[得意先枝番]の場合 

予算（得意先）データ.人数の合計 

・第２集計項目：[業務]の場合 

予算（業務）データ.人数の合計 

・第２集計項目：[案件部門]、[配置部門]、[所属部門]の場合 

予算（部門）データ.人数の合計 

収支売上金額 勤怠データの請求基本金額 ＋ 請求(所定内)残業金額 ＋ 請求残業金

額 ＋ 請求深夜金額 ＋ 請求深夜残業金額 ＋ 請求法定内休出金額 

＋ 請求法定外休出金額 ＋ 請求基本補正金額 ＋ 請求残業補正金額 

＋ 請求残業 45H超金額 ＋ 請求残業 60H超金額 ＋  

請求項目 1～20（税抜） ＋ 請求月次データ.月給 ＋ 請求月次データ.請

求金額 ＋ 売上データ.売上金額（税抜）の合計 

※売上データ.売上金額（税抜き）は、勤怠以外も対象とする場合 

収支売上基本金額 勤怠データの請求基本金額＋請求基本補正金額の合計 

収支売上（所定内）残業金

額 

勤怠データの請求（所定内）残業金額の合計 

収支売上残業金額 勤怠データの請求残業金額＋請求残業補正金額の合計 

収支売上深夜金額 勤怠データの請求深夜金額の合計 

収支売上法定休出金額 勤怠データの請求法定内休出金額の合計 
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収支売上法定外休出金額 勤怠データの請求法定外休出金額の合計 

収支売上残業 45H超金額 勤怠データの請求残業 45H超金額の合計 

収支売上残業 60H超金額 勤怠データの請求残業 60H超金額の合計 

収支売上請求項目 1～20 勤怠データの請求項目 1～20の合計 

※項目単位で表示 

収支その他売上 売上データ．売上金額（税抜）の合計 

収支売上課税金額 課税金額の合計 

収支売上非課税金額 非課税金額の合計 

収支消費税額 消費税額の合計 

収支支給額 勤怠データの支給基本金額 ＋ 支給(所定内)残業金額 ＋ 支給残業金

額 ＋ 支給深夜金額 ＋ 支給深夜残業金額 ＋ 支給法定内休出金額 

＋ 支給法定外休出金額 ＋ 支給基本補正金額 ＋ 支給残業補正金額 

＋ 支給残業 45H 超金額 ＋支給残業 60H 超金額 ＋ 支給項目 1～20

（課税区分＝課税のみ） ＋ 給与月次データ.月給 ＋ 給与月次データ.

支給金額（課税区分＝課税のみ） の合計 

※ただし、取引区分が紹介以外の勤怠データ及び給与月次データが対象 

収支有給金額 勤怠データ.有給金額の合計 

※ただし、取引区分が紹介以外の勤怠データが対象 

収支非課税 勤怠データ.支給項目1～20（課税区分＝非課税のみ） ＋  

給与月次データ.支給金額（課税区分＝非課税のみ）の合計 

※ただし、取引区分が紹介以外の勤怠データ及び給与月次データが対象 

収支その他原価 売上データ.原価合計金額の合計 

※勤怠以外も対象とする場合 

収支法定福利費 勤怠データの会社負担分健康保険 ＋ 会社負担分介護保険 ＋ 

会社負担分厚生年金 ＋ 会社負担分雇用保険 ＋ 子ども子育て手当拠

出金 ＋労災保険の合計 

※給与計算時に会社負担金を勤怠データへ割戻しています。 

収支原価合計 収支支給額 ＋ 収支有給金額 ＋ 収支非課税 ＋ 

収支その他原価 ＋ 収支法定福利費の合計 

収支原価率 収支原価合計÷収支売上金額×100（％） 

収支粗利益 収支売上金額 － 収支原価合計 

収支粗利率 収支粗利益 ÷ 収支売上金額 

収支売上構成比 収支売上金額 ÷ 収支売上金額の合計 × 100 

収支売上順位 収支売上金額の順位 

収支粗利順位 収支粗利益の順位 

就業人数 就業男性人数＋就業女性人数 

就業男性人数 スタッフマスタ.性別が男性の合計 

就業女性人数 スタッフマスタ.性別が女性の合計 

就業基本時間 勤怠データの支給基本時間 － 残業補正時間(支給)の合計 

就業(所定内)残業時間 勤怠データの(所定内)残業時間 
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就業残業時間 勤怠データの支給残業時間 ＋ 残業補正時間(支給)の合計 

就業深夜時間 勤怠データ.支給深夜時間の合計 

就業法定休出時間 勤怠データ.法定内休出時間の合計 

就業法定外休出時間 勤怠データ.法定外休出時間の合計 

就業年齢 合計年齢（スタッフマスタ.生年月日から算出） ÷ 就業人数 

就業勤続 合計勤続年数（スタッフマスタ.入社年月日から算出） ÷ 就業人数 

予実差異売上 予算売上 － 収支売上金額 

予実差異粗利益 予算粗利益－収支粗利益 

予実差異就業人数 予算就業人数 － 就業人数 

予実差異売上達成率 収支売上金額 ÷ 予算売上 

予実差異粗利益達成率 収支粗利益 ÷ 予算粗利益 

予実差異就業人数達成率 就業人数 ÷ 予算就業人数 

※人数は全て延べ人数 
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●集計項目について 

集計軸 説 明 

案件担当者 案件入力に登録されている担当者ごとに集計します。 

得意先親番 案件入力に登録されている得意先 NO の枝番有無に関わらず、親番号ごとに集計し

ます。 

例えば 1-000 と 1-001 の NO が存在していても、親番号が 1 なので纏めて集計しま

す。 

得意先枝番 案件入力に登録されている得意先 NOの枝番ごとに集計します。 

例えば 1-000 と 1-001 の NO が存在していたら、それぞれの番号に分けて集計しま

す。 

請求先親番 得意先マスタに登録されている得意先 NO の枝番有無に関わらず、親番号ごとに集

計します。 

例えば 1000-000と 1000-001の NOが存在していても、親番号が 1000なので纏めて

集計します。 

請求先枝番 得意先マスタに登録されている得意先 NOの枝番ごとに集計します。 

例えば 1000-000 と 1000-001 の NO が存在していたら、それぞれの番号に分けて集

計します。 

得意先担当者 案件入力に登録されている得意先 NOの、得意先マスタに登録されている担当者ごと

に集計します。 

担当部門 案件入力に登録されている得意先 NO の、得意先マスタに登録されている担当部門

ごとに集計します。 

担当部門（コード 1

～6） 

部門マスタ上でコード 1～6が設定されている場合のみ表示されます。 

案件入力に登録されている得意先 NO の、得意先マスタに登録されている担当部門

のうち、コード 1～6ごとに集計します。 

就業現場 案件入力に登録されている現場 NOごとに集計します。 

業務 案件入力に登録されている業務 NOごとに集計します。 

得意先区分１ 案件入力に登録されている得意先 NO の、得意先マスタの得意先区分１の値ごとに

集計します。 

得意先区分２ 案件入力に登録されている得意先 NO の、得意先マスタの得意先区分２の値ごとに

集計します。 

得意先区分３ 案件入力に登録されている得意先 NO の、得意先マスタの得意先区分３の値ごとに

集計します。 

得意先区分４ 案件入力に登録されている得意先 NO の、得意先マスタの得意先区分４の値ごとに

集計します。 

得意先区分５ 案件入力に登録されている得意先 NO の、得意先マスタの得意先区分５の値ごとに

集計します。 

与信先 NO 案件入力に登録されている得意先 NOの、得意先マスタに登録されている与信先 NO

ごとに集計します。 

年月 案件入力に登録されているデータを、条件タブ指定している就業(売上)年月日の範囲

を年月で集計します。 
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年月日 案件入力に登録されているデータを、条件タブ指定している就業(売上)年月日の範囲

を年月日で集計します。 

案件 案件管理 NOごとに集計します。 

案件区分 案件入力に登録されている、案件区分の値ごとに集計します。 

取引区分 案件入力に登録されている、取引区分の値ごとに集計します。 

案件部門 案件入力に登録されている、部門ごとに集計します。 

案件部門（コード 1

～6） 

部門マスタ上でコード 1～6が設定されている場合のみ表示されます。 

案件入力に登録されている部門のうち、コード 1～6ごとに集計します。 

配置部門 案件入力に登録されている、配置部門ごとに集計します。 

配置部門（コード 1

～6） 

部門マスタ上でコード 1～6が設定されている場合のみ表示されます。 

案件入力に登録されている配置部門のうち、コード 1～6ごとに集計します。 

請求 NO 請求台帳に登録されている、請求 NOごとに集計します。 

給与 NO 給与台帳に登録されている、給与 NO毎に集計します。 

プロジェクト NO 案件入力に登録されている、プロジェクト NOの値ごとに集計します。 

［会社マスタ］-[会社運用]-[案件]-「プロジェクト NO を使用する」にチェックがある場

合のみ表示されます。 

スタッフ 案件データに配置済のスタッフごとに集計します。 

所属部門 案件データに配置済のスタッフの所属部門ごとに集計します。 

所属部門（コード 1

～6） 

部門マスタ上でコード 1～6が設定されている場合のみ表示されます。 

案件データに配置済のスタッフの所属部門のうち、コード 1～6ごとに集計します。 

募集媒体 案件データに配置済のスタッフの募集媒体の区分の値ごとに集計します。 

性別 案件データに配置済のスタッフの性別ごとに集計します。 

年齢 案件データに配置済のスタッフの年齢ごとに集計します。 

スタッフ区分１ 案件データに配置済のスタッフの、スタッフマスタのスタッフ区分１の値ごとに集計しま

す。 

スタッフ区分２ 案件データに配置済のスタッフの、スタッフマスタのスタッフ区分２の値ごとに集計しま

す。 

スタッフ区分３ 案件データに配置済のスタッフの、スタッフマスタのスタッフ区分３の値ごとに集計しま

す。 

スタッフ区分４ 案件データに配置済のスタッフの、スタッフマスタのスタッフ区分４の値ごとに集計しま

す。 

スタッフ区分５ 案件データに配置済のスタッフの、スタッフマスタのスタッフ区分５の値ごとに集計しま

す。 

血液型 案件データに配置済のスタッフの血液型ごとに集計します。 

入社年月 案件データに配置済のスタッフの入社年月ごとに集計します。 

 


